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　　　国の目標

　　　2030年までに温室効果ガスを 46% 削減する（2013年度比）

　　　目標達成のための推奨案

　　　再エネの導入、公共交通の利用、省エネ、地産地消  etc...
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参考：国の取組  - 脱炭素ポータル｜環境省

https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/road-to-carbon-neutral/


個人レベルで出来ること　家庭ゴミの削減

⇒水分を多量に含む「生ゴミ」を焼却ゴミから除去できれば

燃焼時のCO2や化石燃料の使用量が削減できる
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現状・課題

・生ゴミのみを回収する仕組みがない

・堆肥化や生ゴミ乾燥機の利用は労力や金銭的コストがかかる

日々の暮らしの中で、

生ゴミ削減を手軽に行える仕組みはないか？
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　コンポストバッグ実証実験から分かった事
　フードプロセッサーで粉砕した生ゴミはコンポストバックにほぼ永続的に投入できる。

　しかし、各家庭に導入するにはハードルが高い。

　　

　フードプロセッサー×コンポストバッグを

ハードウェア化したものを検討
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各家庭に普及させるためのコストや手間を考慮すると

各地域のゴミステーションに設置するタイプが理想では？
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Homebiogasをベースとした

生ゴミの分散処理システム

①ディスポーザーで生ゴミを粉砕

③水素やメタンはカートリッジで回収

④液肥はWOTA BOXを用いて肥料成分と水に分離

②粉砕したものをHomeBiogasに投入
（メタン菌により有機性廃棄物を分解）

水素・メタン

液肥

上記を１つのハードウェア内で実現することを目指す

https://wota.co.jp/wota-box/



